
議案質疑
　
　
　

定
住
促
進
制
度
を
導
入
し
た
効

果
、
今
回
改
正
さ
れ
る
内
容
は
。

　
　
　
制
度
開
始
11
年
間
で
、住
宅
取
得
、

増
改
築
補
助
、
家
賃
補
助
に
合
計
で
５
７

６
世
帯
、
1
9
1
2
名
（
市
外
転
入
者
数

６
６
４
名
）
と
な
り
ま
す
。
社
会
動
態
数

で
は
、
制
度
実
施
前
５
年
間
の
平
均
が
１

年
当
た
り
マ
イ
ナ
ス
２
０
４
人
に
対
し
、

実
施
後
平
均
は
１
年
当
た
り
マ
イ
ナ
ス
１

５
９
名
と
な
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

　
改
正
内
容
は
、
実
施
期
間
の
２
年
間
延

長
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
の
対

象
者
の
拡
充
、
補
助
率
及
び
加
算
要
件
の

変
更
、
３
世
帯
同
居
増
改
築
等
補
助
金
を

親
元
同
居
増
改
築
補
助
金
に
改
め
、
対
象

要
件
を
緩
和
し
転
入
加
算
を
加
え
、
制
度

の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

　
　
　
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
で

借
主
へ
の
加
算
金
、
家
財
道
具
の
運
搬
、

処
分
に
要
す
る
経
費
を
つ
け
た
理
由
は
。

　
　
　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
、
持
ち
主
側

は
費
用
を
か
け
ず
に
売
却
や
賃
貸
を
行
い

た
い
。
借
主
の
方
は
、
修
繕
や
清
掃
等
を

し
て
い
な
い
物
件
を
敬
遠
し
て
い
る
状
況

を
改
善
す
る
た
め
で
す
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
整
備
計
画
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
完
成
ま
で
に
か
か
る
全
て
の
経
費
、

ま
た
、
完
成
後
の
管
理
は
。

　
　
　
地
元
と
の
協
議
の
結
果
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
ま
す
。
そ
の
他

の
施
設
も
、
地
元
と
協
議
し
詳
細
を
詰
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
土
地
売
買
契
約
・

基
本
設
計
・
実
施
設
計
、
工
事
着
手
と
な

り
ま
す
。

　
経
費
に
つ
い
て
、
概
算
事
業
費
を
４
億

円
と
し
、
整
備
内
容
に
よ
り
、
今
後
超
え

る
こ
と
も
予
想
し
て
い
ま
す
。
完
成
後
の

管
理
は
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
以
外
に

も
、
施
設
整
備
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
整
備
内
容
詳
細
が
決
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
地
元

と
の
協
議
の
結
果
、整
備
す
る
方
向
で
す
。

他
の
施
設
に
関
し
て
は
、
地
元
の
建
設
委

員
会
に
諮
り
決
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
完
成
ま
で

に
か
か
る
全
て
の
経
費
は
。

　
　
　
土
地
売
買
契
約
を
行
い
、
測
量
設

計
業
務
、
市
道
付
け
替
え
工
事
に
入
り
ま

す
。
市
道
小
侍
・
東
原
線
の
付
け
替
え
工

事
測
量
設
計
費
９
４
０
万
円
、
そ
の
他
の

経
費
は
、
現
時
点
で
は
確
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
実
施
す
る
測
量
設
計
に
お
い

て
工
事
費
の
積
算
及
び
市
道
に
必
要
な
面

積
を
算
定
し
、
土
地
開
発
基
金
か
ら
一
般

会
計
の
ほ
う
に
買
い
戻
し
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
道
に
必
要
な
土
地
以
外
の
残

地
の
利
用
目
的
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
道

に
必
要
な
面
積
が
確
定
し
た
後
、
検
討
を

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
費
・
通
学
路
対
策
に
要
す
る
経
費

１
０
４
万
３
０
０
０
円
に
つ
い
て

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
用
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
購
入
理
由
、
仕
様
、
運
用
開

始
時
期
は
い
つ
か
。

　
　
　
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
委
員
会
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策
の
一
環
と

し
て
購
入
予
定
で
す
。
仕
様
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
中
で
す
が
、
車
外
前
面
・
車
内

を
撮
影
可
能
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
場
所
記
録
、

走
行
中
の
常
時
録
画
、
衝
撃
録
画
、
別
途

保
存
も
で
き
、
管
理
者
以
外
が
記
録
媒
体

を
外
せ
な
い
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

入
札
後
、
購
入
し
順
次
取
り
付
け
を
行
い

ま
す
。

　
　
　
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
の
安
全
意

識
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
効
果
や
撮
影
さ
れ

た
映
像
に
よ
り
、
走
行
状
況
を
客
観
的
に

把
握
し
安
全
運
転
に
活
用
し
ま
す
。ま
た
、

事
故
遭
遇
時
、
状
況
を
客
観
的
証
拠
と
し

て
保
存
し
、
警
察
、
保
険
会
社
等
に
提
出

し
、
公
正
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
通
報
が
あ
っ
た

時
に
は
検
証
に
も
活
用
し
ま
す
。

議案甲
第28号
多
久
市
定
住
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

香　
月　
正　
則

質
問

答
弁

質
問

答
弁

議案甲
第29号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

中
島
慶
子
・
國
信
好
永

質
問

答
弁

質
問

答
弁

議案甲
第30号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

中　
島　
慶　
子

質
問

答
弁

議案乙
第42号
平
成
30
年
度
多
久
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

に
つ
い
て

樺　
島　
永
二
郎

質
問

答
弁

質
問

答
弁

議
案
質
疑

？ ？

図
書
館
建
設
事
業
に
つ
い
て
の
議
案
質

疑
は
、11
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
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12月定例会

　平成30年12月市議会定例会は12月３日～18日まで（会期
16日間）開かれました。
　今回は８人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
　また、市長から提出されました議案14件（条例２件、予
算10件、その他２件）、議員・議会提出の議案４件（修正案
２件、意見書２件）について審議し、修正案２件、修正部
分を除く原案２件を含む14件、意見書２件が可決されました。

主な議事日程
12月　　３日 開会・提案理由説明
　　４～５日 議案研究
　　　　６日 議案質疑
　　　　７日
　　10～12日 委員会審査

　　14・17日 一般質問
　　　　18日 討論・採決・閉会

　

多
久
小
城
地
区
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
に
伴
う
地
域
振
興
対
策
事
業
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
整
備
用
地
と
し
て
取
得
す
る
。

　
取
得
面
積　
１
３
５
９
８
㎡

　
取
得
価
格　
６
７
９
９
万
円

　

多
久
小
城
地
区
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
に
伴
う
地
域
振
興
対
策
事
業
と

し
て
市
道
の
付
け
替
え
に
伴
う
用
地
と
し

て
取
得
す
る
。

　
取
得
面
積　
８
３
６
５
㎡

　
取
得
価
格　
５
０
１
９
万
円

●
 

庁
舎
改
修
事
業

５
３
２
万
６
０
０
０
円

　
地
域
包
括
支
援
課
事
務
所
移
転
工
事

●
 

通
学
対
策 

１
０
４
万
３
０
０
０
円

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
用
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
購
入
費
用
（
17
台
分
）

●
 

学
校
施
設
補
修
事
業

９
７
４
万
２
０
０
０
円

　
東
部
校
西
側
道
路
石
垣
撤
去
・
ブ
ロ
ッ

ク
積
工
事

公
有
財
産
の
取
得

平
成
30
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算

１
０
７
６
万
３
０
０
０
円
を
減
額

（
予
算
総
額
１
３
０
億
２
５
２
６
万
円
）

主
な
議
案

　
２
０
１
９
年
度
の
政
府
予
算
と
地

方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
国

民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
財
政
と
す
る

の
で
は
な
く
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確

に
見
積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
地
方

財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
よ
っ
て
、国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

要
望
し
ま
す
。

　
市
に
お
け
る
頭
首
工
の
役
割
は
、

農
業
用
水
以
外
に
も
利
用
さ
れ
、
今

後
も
継
続
し
て
機
能
を
発
揮
し
て
い

く
こ
と
は
、
農
業
用
水
の
ほ
か
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
図
っ
て
い
く
観

点
に
お
い
て
も
公
益
性
が
高
く
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
県
に
対
し
て
、
農
業
の

活
性
化
や
保
全
対
策
の
た
め
に
、
さ

ら
な
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

△ 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

△ 

頭
首
工
（
可
動
堰
）
の
保

全
に
対
す
る
支
援
増
に
関

す
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
意
見
書
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